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過疎市町村における運動による健康づくり活動促進プログラムの構築
─北海道Ｓ町における「健康スポーツマインド形成事業」─
Development of an Exercise Program to Promote the Health of
a Local Community with a Dwindling Population
─“Health and Sports Mind Promotion Project” of S Town in Hokkaido─
上　田　知　行
Tomoyuki UEDA
Abstract
　　　　　Hokusho University and S town in Hokkaido concluded a general partnership 
agreement in September 2014. The “health and sports mind promotion project” was established 
to more effectively use an all purpose gymnasium constructed in S town in Hokkaido. The 
findings of a questionnaire survey for town residents performed by the newly organized S 
town exercise promotion committee found that the residents who were interested in exercise 
had a positive image of exercise. In the exercise classes for health promotion, many residents 
participated in the programs that they could easily attend. In addition, the classes that 
continuously provided exercise were in higher demand than the one-shot classes. Even children 
who had kept their distance from exercise enjoyed the exercise events and continued coming to 
the events. The physical strength of the elderly was maintained and improved by continuously 
holding exercise classes. As a result, a “health and sports mind” was created by such exercise 
programs, in which the residents could easily participate and realize the effectiveness of the 
program. It was determined that the number of residents in local communities with a dwindling 
populations who participated in exercise for health promotion would increase with the assistance 
of either groups or individuals specialized in exercises for health promotion.
Keywords：depopulated municipality, health and sports mind, health promotion, disliked exercise
北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
Ⅰ．緒　言
　「21世紀における第二次国民健康づくり運動（健康日
本21（第二次））」では，地域，雇用，所得，世帯構成な
どの状況が，国民の健康状態やその要因となる生活習慣
の差を生じさせ，健康格差の深刻化することを指摘し，
「すべての国民が共に支え合い，健やかで心豊かに生活
できる活力ある社会の実現」1）を目指している。この実
現には，個々人の確かな健康行動や意欲の具体的向上に
よる生活の質の向上と，それを支える社会環境の質の向
上が必要である。
　我が国は，健康寿命の延伸として，平均寿命の増加分
を上回る健康寿命の増加を平成34年度までの目標にする
ことを「健康日本21（第二次）」で掲げている。平成22
年と平成25年の３年間の平均寿命と健康寿命のそれぞ
れの変遷を比較すると，男性は平均寿命が79.64年から
80.21年へ0.57年延伸し，健康寿命は70.42年から71.19年
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へと0.77年延伸した。女性は平均寿命が86.39年から86.61
年へ0.22年延伸し，健康寿命は73.62年から74.21年へ0.59
年延伸した。現在のところ目標は達成されようとしてい
る。また日本の高齢化のスピードは，先進諸国の中で
類を見ない速さで進んでおり，2015年人口推計2）では，
国民の総人口に占める65歳以上人口の割合は26.7％であ
り，今後も高齢者の割合が増えていくことが予測されて
いる。
　住民基本台帳人口によると（平成28年１月１日現在：
総務省），北海道における高齢化率は28.9％であり，全
国の高齢化率（平均26.6％）を超える市町村が，179市
町村中163市町村である。北海道における冬期間の積雪
寒冷地での生活は，健康面に大きな影響を及ぼす。北海
道の人々は，雪のないところで生活する人よりも高い水
準の体力が要求される3，4）。積雪による歩行強度の増大
や除雪の必要性，凍結路面等での転倒の恐怖感など，冬
期間は外出頻度を少なくする要因が増加する。特に，高
齢者などの生活弱者にとって，外出頻度が減少すること
に伴う身体活動量の減少により，体力や意欲の低下など
に陥ることは，健康面での負の低下である。
　健康寿命の延伸を目指す健康づくりには，「栄養」「休
養」「運動」の３本柱の維持が必要であり，特に「運動」
によってもたらされる効果は，身体面の機能維持だけで
はなく，心の健康づくりまでも期待される。2010年８月
に文部科学省が公表した「スポーツ立国戦略」5）では，
スポーツ実施率を引き上げることなどを目標としてス
ポーツ基本法（2011年６月），スポーツ基本計画（2012
年３月）を相次ぎ策定した。地域住民の健康寿命を延伸
するには，ライフステージに応じたスポーツ機会の創造
のために，総合型地域スポーツクラブを中心とした地域
スポーツ環境の整備がその一つとしてあげられる。ス
ポーツ基本計画6）では，「総合型クラブを中心とする地
域スポーツクラブがスポーツを通じて『新しい公共』を
担い，コミュニティの核となれるよう，地方公共団体の
人口規模や高齢化，過疎化等に留意しつつ，各市町村に
少なくとも１つは総合型クラブが育成されることを目指
す」として総合型クラブの設置率を調査しているが7），
設置率の地域間格差が大きいことや，持続的なクラブ存
続のためには財源やマンパワーが不足していることが指
摘されている8，9）。2015年７月現在での全国の総合型ク
ラブ設置状況7）は，3,550クラブであり，全国の市町村の
80.8％に設置されているが，北海道の179市町村におけ
る総合型クラブの設置状況は，設置準備中を含めて111
の市町村に169クラブとなり，62.0％にとどまる。北海
道は，その面積が広大で１市町村当たりの面積が大きく，
人口が減少している自治体が多い。人口４千人未満の市
町村が58市町村と全体の32％であり，そのクラブ設置状
況は32.8％と大幅に少なくなる。総合型地域スポーツク
ラブを中心とした地域スポーツ環境の整備以外で，地域
市町村における健康寿命延伸の取り組みとしては，市町
村教育委員会や市町村保健福祉課等の関係部局による事
業の実施や，市町村の教育委員会が委嘱するスポーツ推
進委員などによる，それぞれの専門性を活かした教室指
導がある。しかし，多頻度にかつ持続的に健康づくりの
ための運動の機会を提供するには，財源とマンパワーの
不足に課題が残る。
　以上から，北海道の人口の少ない市町村では，少子高
齢化による人口減少が進行し，加えて運動機会となるス
ポーツ環境の整備が進みにくいという課題が表出される。
　北海道Ｓ町と北翔大学は，2014年９月に包括連携協定
を締結した。締結後の事業として，健康づくりの運動を
定着させるための人的資源・施設設備・プログラムの策
定と運営からなる「健康スポーツマインド」形成事業を
実施することとした。この事業の特徴は，まずＳ町の健
康づくりのための運動に関する取り組みを包括したこと
である。行政のなかで健康づくりに関する関係部局であ
る教育委員会および町民課と連携し，これまで実施して
きた健康づくりの事業を横断的にまとめた。次にS町の
住民の多くから運動に対する負の感情をできるだけ取り
除こうとしたことである。運動施設の使途は競技スポー
ツ実施のためだけではない，ということを実感してもら
うため，プログラムの中に，レクリエーションや日常生
活動作の要素を多く取り入れた。次に北翔大学がこれま
で蓄積してきた北方圏の生涯スポーツ社会の構築に関す
る知見や研究成果に基づいてプログラムを作成したこと
である。筆者はこれまでに，北海道内の市町村を対象と
した健康づくり推進に関する研究として，地域住民を対
象とした運動教室プログラムの開発や地域住民のサポー
ター養成プログラムの開発などを行ってきた10，11）。参加
した地域住民に対して，できるだけわかりやすく運動の
方法と効果を説明しながら実施した。運動教室の実践報
告や効果の高い運動プログラムの研究など数多く行われ
ているが，人口の少ない過疎市町村において，自治体で
行われるすべての健康づくりのための運動に関する事業
を一体的に行っているものはこれまでに無い。
　本研究では，2015年度に北海道Ｓ町で行った「健康ス
ポーツマインド」形成事業を検証し，過疎市町村におけ
る健康づくりのための方策について提起することを目的
とする。
Ⅱ．研究方法
　研究方法は，まずＳ町への視察調査や行政情報（Ｓ町
第７次総合振興計画）から得られた資料に基づき北海道
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Ｓ町の現状とＳ町総合体育館の概要を整理した。次に，
Ｓ町と北翔大学との共同によって，Ｓ町総合体育館を健
康づくりに活用することを目的とした「健康スポーツマ
インド」形成事業策定の経緯と概要を論ずる。次に策定
された事業内容の検証として，以下のように分析した。
１）Ｓ町運動促進委員会による町民アンケートの実施と
検証
　Ｓ町教育委員会で新たに設置されたＳ町運動促進委員
会により，アンケート調査を実施した。アンケートの対
象者は，Ｓ町に在住し自立した生活を行っている19歳以
上の町民を無作為に1,000名抽出し，郵送法にて2015年
９月に実施した。回収された結果を健康への関心や運動
習慣の有無，運動に対するイメージ，行ってみたい健康
づくりのための運動プログラムについて分析した。差の
検定は，カイ二乗検定により行った。
２）総合体育館活動プログラムの実施と検証
　年間80回実施した「さわやか元気塾」と「健康づくり
支援プログラム」について，参加者の人数やアンケート
から，参加傾向を考察した。冬期間の運動教室について，
把握できた体重と体脂肪の変化を分析した。分析では，
正規分布に従わないため，Wilcoxonの符号付順位和検
定により差の検討を行った。
３）総合体育館体験型イベントの実施と検証
　一定程度の運動効果を狙った，上記の総合体育館活動
プログラムである「さわやか元気塾」や「健康づくり支
援プログラム」と別に，全ての町民が総合体育館に来場
できる機会と，多世代で交流できる機会を創出するため
に，年間22回実施した体験型イベントについて，参加者
の人数や年代，イベント内容から参加者傾向について考
察した。
４）「地域まるごと元気アッププログラム」運動教室の
実施と検証
　週１回の頻度で行われた「地域まるごと元気アッププ
ログラム」運動教室について，実施内容と参加者傾向から，
Ｓ町総合体育館で実施する便益について考察した。参加
者の体力測定の分析には，対応のあるｔ検定を行った。
　 上 記 １） ２） ４） の 検 定 に お い て はIBM SPSS 
Statistics ver. 22を使用し，有意水準は，５％未満とした。
　そして「健康スポーツマインド」形成事業全体の意義
について考察し，過疎市町村における健康づくりの方策
について述べる。
Ⅲ．北海道Ｓ町の概要とＳ町総合体育館
　北海道Ｓ町は，北海道南西部に位置する沿岸地域であ
る。総面積は95.39㎢で湾を形成する海岸線に沿って弓
状に住宅や施設が連なっている。
　1960年に9,121人であった人口は，2016年１月現在（住
民基本台帳）3,140人となり，そのうち65歳以上の人口
は1,189人で高齢化率は37.9％である。また75歳以上の
人口は651人でその比率は20.7％となっている。一方15
歳未満の人口は307人でその割合は9.8％，20歳未満では
428人で13.6％である。
　北海道においては，過疎地域自立促進特別措置法によ
り，149市町村が過疎地域市町村として公示されており，
北海道Ｓ町もその一つである。北海道Ｓ町は2010年度か
ら2019年度を対象とした第７次総合振興計画を策定し，
実施している。町の将来像を「地域の宝を，地域の輝き
につなげる安らぎのまち」とし，図１に示す５点の目標
を据えている。
　主要な施策として，「健康意識の高揚と健康づくりの
促進」「生涯学習施設の充実」などがあげられ，2015年
４月にＳ町総合体育館が竣工した。これまで稼働してい
「地域の宝を、地域の輝きにつなげる安らぎのまち」
①　やさしさとふれあいのあるまち
②　地域資源を活かし、賑わいを創出するまち
③　安全・快適で自然を守り育むまち
④　地域を知り、人を豊かに育むまち
⑤　すべての人が輝く協働のまち
図１　第７次Ｓ町総合振興計画基本目標
図２　Ｓ町総合体育館の外観（左）とアリーナ（右）
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た「ファミリー体育館」の老朽化により新たに建設され
たものであるＳ町総合体育館は，バレーボールコート２
面が取れる広さのアリーナと１周120ｍの２階周回路，
トレーニングフロア兼会議室，幼児プレイルームが主な
設備で，既存のプールと連結した構造となっている（図
２）。特徴的なのは，入口から２階までを緩やかなスロー
プでつなぎバリアフリーとしている点，２階の周回路に
は直接の利用ができるような導線設計となっている点で
ある。なおプールは昇温設備を更新し，水温32度に設定
のうえ通年営業に変更（従前は水温28度，５月～10月
までの営業）した。
Ⅳ．「健康スポーツマインド」形成事業
１）「健康スポーツマインド」形成事業策定の経緯
　Ｓ町と北翔大学は，2014年９月に包括連携協定を締結
し，このＳ町総合体育館の活用を中心としたＳ町の健康
づくりのための運動プログラムを共同で立案することと
なった。北翔大学からは筆者が担当者となり，Ｓ町と協
議を進めていくこととした。Ｓ町からの要望は幼児から
高齢者まで全町民が集うことができる施設であること，
町民の健康づくりに役立てる施設であることが求められ
た。町と協議していく中でＳ町における人口減少と高齢
化の他の課題としては，児童や生徒が誰でもスポーツを
楽しめる環境づくりが必要であること，成人期の運動に
よる健康づくりの機会が少ないこと，高齢期の（特に独
居高齢者）閉じこもり対策が必要なことが認められた。
また，Ｓ町が第７次総合振興計画を策定するにあたって
実施されたアンケートでは，生活に密着したサービスへ
の関心が高いこと，健康への関心が高いことが把握され
ていた。
　そこで，町との協議により，運動をしたくない住民に
対しても総合体育館の利用を促すことを見据え，住民の
目指す姿として，①元気高齢者の増加，②地域住民のス
ポーツ参加機会の拡大による健康維持・増進，③子ども
のからだづくり，④地域住民間の交流活性化，⑤世代を
超えた交流の５つの観点を設定した。
　また，健康づくりの必要性や健康づくりに資する運動
の必要性が住民に理解しやすい運動プログラム，そして
運動ぎらいであっても参加しやすい運動プログラムを立
案することにした。こういった健康づくりのためのス
ポーツ活動は，難しいものではなく，誰でも簡単に取り
組める身体活動であるイメージを持つことを「健康ス
ポーツマインド」と定義し，それが形成されるように「Ｓ
町健康スポーツマインド形成事業」と名付けた。
２）事業の目標と概要
　事業の目標は，①健康づくりのための運動やスポーツ
は「だれでも」「簡単に」取り組める身体活動であるこ
とをイメージできること，②具体的な軽スポーツや健康
づくりのための運動を提供し体験すること，③多世代や
地域間での交流を図ることとした。具体的な参加目標数
を設定するため，Ｓ町の各年代を「子ども」の約400名，
「青年」の約550名，「中年」の約1000名，「高齢者」の約
1200名に分類し，各ターゲットの主戦略を立案した。目
標人数の設定は，健康日本21（第二次）で設定されてい
る運動習慣者の基準と目標をもとに算出した。
　「子ども」には，遊び場のような感覚で実施できるか
らだづくり運動プログラムとし，スポーツ少年団等に所
属しない人の約30％となる75名を参加目標数とした。「青
年」には軽スポーツによる交流プログラムにより，現在
の運動習慣者を５ポイント引き上げる40名，「中年」には，
特定保健指導と連結した動機づけ支援や積極的支援で用
意される運動プログラムをあわせた110名をそれぞれの
参加目標数とした。「高齢者」には閉じこもり予防のた
めの軽体操プログラムとして，現在の運動習慣者を10ポ
イント引き上げる120名を参加目標数とした（表１）。
　事業内容は，以下の４点を柱に実施することとした。
　①運動促進委員会…健康づくりのために総合体育館を
中心とした運動を促進するためにどのような施策がある
か，運動促進委員会を設立し，町民アンケートの実施と
分析を中心に検討する。
　②総合体育館活動プログラム…青年期や中年期の運動
機会を確保するとともに健康づくりのための運動を体験
し，運動の継続を促す。
　③体験型イベント…運動を敬遠する子どもを中心とし
た住民層に向けた体験型イベントを企画運営し，総合体
育館を気軽に活用できる方策を検討する。
　④「地域まるごと元気アッププログラム」…高齢者の
ための運動教室「地域まるごと元気アッププログラム」
表１　各世代の参加目標数と運動プログラム主戦略
人口（人） ターゲット（人） 主戦略案
子ども 428 75 遊び場のような感覚で実施できるからだづくり運動プログラム
青　年 556 40 軽スポーツによる交流プログラム
中　年 1003 110 特定保健指導と連結した運動プログラム
高齢者 1190 120 閉じこもり予防のための軽体操プログラム
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を総合体育館で実施し，高齢者の介護予防につなげると
ともに，高齢者の社交場としての活用を検討する。
　各事業の実施結果については，周知方法・集客人数・
アンケート調査・体力測定により評価することで初年度
の取り組みを検討することとした。
Ⅴ．「健康スポーツマインド形成事業」の各事業内
容と結果
１）Ｓ町運動促進委員会による町民アンケートの実施
（１）アンケート概要
　運動参加を阻害する要因はどのようなものがあるか，
また町民が主体的に総合体育館の活用を促すにはどのよ
うな方法があるかを把握するために，2015年１月から町
民にむけて，運動促進委員の公募を行った。運動嫌いの
小学生の子どもを持つ保護者や運動に否定的な意見を持
つ町民など男性２名，女性３名の５名から応募があった。
筆者を含めた６名がＳ町教育長からＳ町運動促進委員と
して委嘱され，Ｓ町教育委員会を事務局とし，筆者を委
員長とした運動促進委員会が2015年４月に設立された。
　委員会では，月１回の会議が開催され，Ｓ町の状況の
確認や総合体育館の将来像，町民のニーズ探索，行事の
周知方法などが話し合われた。町民のニーズ探索のため
にＳ町総合体育館を中心とした健康づくりのための活動
を促進するための方策について協議し，アンケート調査
を実施した。年齢や性別が記載された有効回答数は498
名であった（回収率49.8％）。町民アンケートの対象者
と回答者の内訳については表２のとおりである12）。
　抜粋したアンケートの内容を図３に示す。健康づくり
に関する興味や関心について，「自分の健康に興味はあ
りますか」に対し，「かなりある」「多少ある」「どちら
でもない」「あまりない」「まったくない」から一つ選択
させた。運動習慣や身体活動については，「１回30分以
上の運動を週２回以上行っていますか」に対し，「行う
つもりはない」「行わなければならないと思う」「ときど
き行っている」「最近はじめた」「６カ月以上行っている」
「その他」から一つ選択させた。健康づくりに役立つ運
動プログラムについて，「運動にはどのようなイメージ
がありますか」に対し，複数回答を求めた。また「参加
してみたい運動プログラムはありますか」について，健
康づくり運動プログラムとスポーツプログラムをそれぞ
れの選択肢から複数回答を求めた。19歳から39歳までを
若年者，40歳から64歳までを中年者，65歳以上を高齢者
とした。
表２　町民アンケート実施人数
区分
町民数
（人）
抽出人数
（人）
回答者男性
（人）
回答者女性
（人）
回答者合計
（人）
回収率
19歳～29歳 197 71 14 21 35 49.3％
30歳～39歳 331 120 30 40 70 58.3％
40歳～49歳 348 127 30 26 56 44.1％
50歳～59歳 375 136 29 42 71 52.2％
60歳～69歳 564 205 59 55 114 55.6％
（60歳～64歳） （34） （26） （60）
（65歳～69歳） （25） （29） （54）
70歳～79歳 468 170 29 59 88 51.8％
80歳～　　 472 171 23 41 64 37.4％
合　計 2755 1000 214 284 498 49.8％
図３　Ｓ町運動促進委員会アンケート（抜粋）
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（２）アンケート結果
　「自分の健康に興味や関心はありますか」との設問に
ついて，「多少ある」「かなりある」と答えた割合が，若
年者で88.6％，中年者で94.1％，高齢者で90.3％とどの
年代においても健康への興味や関心は高く，第７次振興
計画策定時に取得したアンケート結果を裏付ける結果と
なった（表３）。
　厚生労働省の国民健康・栄養調査における運動習慣と
して捉えられる内容に従い，プロチャスカの提唱する
トランスセオレティカル・モデルの行動変容ステージ13）
をあてはめることとして，「１回30分以上の運動を週２
回以上行っていますか」との設問とした（表４）。全体
では「行うつもりはない」「行わなければならないと思う」
と答え，現在実施していない割合が53.0％であった。ま
た，「最近はじめた」「６カ月以上行っている」と答えた
実施中の割合は，男性で17.3％，女性で14.8％と，全国
平均14）の男性31.2％，女性25.1％に比べるとかなり低い
結果となった。しかし，「行わなければならないと思う」
「ときどき行っている」という運動の実施に対して否定
的な態度を持っていない層や，運動習慣の獲得にまでは
いたっていないものの，運動を経験したことがある層が
66.3％と非常に多かった。年代別では，女性若年者と中
年者の男女で半数以上が「行わなければならないと思う」
と回答した。実施機会や実施しやすい環境を整えること
で，運動実施への行動が行われる可能性の高いことが確
認された。運動習慣について，運動を「ときどき行って
いる」「最近始めた」「６カ月以上行っている」ものを「運
動実施層」，「行わなければならないと思う」ものを「関
心層」，「行うつもりはない」ものを「無関心層」とした。
　運動ぎらいや運動が苦手とする理由には，「学校での
体育の授業がつらかった」「なかなかうまくならない」
など，過去の否定的体験によってもたらされることが多
い。また運動に対する肯定的態度には，「ストレスの解
消」や「達成感」などの自己効力感が作用する。そこで，
運動に対するイメージを設問項目とした。肯定的イメー
ジと否定的イメージを複数選択として設問した。運動イ
メージについて，「運動実施層」，「関心層」，「無関心層」
でそれぞれ比較した（表５）。
　「運動実施層」では，「健康になれる」が62.9％，「ス
トレス解消」が59.9％，「楽しい」が50.8％など，肯定的
イメージに関するものに回答が集まった。一方，「疲れる」
の15.7％や「面倒くさい」の7.1％，「きつい」の7.1％な
ど，否定的イメージに関するものへの回答は少なかった。
「関心層」では，「運動実施層」同様に，「健康になれる」
（68.4％），「ストレス解消」（50.0％）など肯定的イメー
ジに関するものへの回答が多かった。「無関心層」では，
「健康になれる」の38.5％，「ストレス解消」の30.8％な
ど肯定的イメージに回答したものもあったが，「疲れる」
表４　アンケート「１回30分以上の運動を週２回以上行っていますか？」
選択肢
区分
行うつもりは
ない
行わなければ
ならないと思う
ときどき
行っている 最近始めた
６カ月以上
行っている その他 合　計
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
男　　　性 23 10.7 81 37.9 59 27.6 6 2.8 31 14.5 14 6.5 214 100.0
女　　　性 29 10.2 131 46.1 59 20.8 10 3.5 32 11.3 23 8.1 284 100.0
合　　　計 52 10.4 212 42.6 118 23.7 16 3.2 63 12.7 37 7.4 498 100.0
若年者
（19～39歳）
男性 4 9.1 16 36.4 16 36.4 1 2.3 6 13.6 1 2.3 44 100.0
女性 9 14.8 36 59.0 10 16.4 1 1.6 3 4.9 2 3.3 61 100.0
合計 13 12.4 52 49.5 26 24.8 2 1.9 9 8.6 3 2.9 105 100.0
中年者
（40～64歳）
男性 7 7.5 48 51.6 19 20.4 2 2.2 13 14.0 4 4.3 93 100.0
女性 7 7.4 52 55.3 17 18.1 5 5.3 8 8.5 5 5.3 94 100.0
合計 14 7.5 100 53.5 36 19.3 7 3.7 21 11.2 9 4.8 187 100.0
高齢者
（65歳以上）
男性 12 15.6 17 22.1 24 31.2 3 3.9 12 15.6 9 11.7 77 100.0
女性 13 10.1 43 33.3 32 24.8 4 3.1 21 16.3 16 12.4 129 100.0
合計 25 12.1 60 29.1 56 27.2 7 3.4 33 16.0 25 12.1 206 100.0
表３　アンケート「自分の健康に興味や関心はありますか？」
選択肢
区分
まったくない あまりない どちらでもない 多少ある かなりある 無回答 合　計
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
若年者（19～39歳） 3 2.9 2 1.9 7 6.7 71 67.6 22 21.0 0 0.0 105 100.0
中年者（40～64歳） 3 1.6 2 1.1 6 3.2 109 58.3 67 35.8 0 0.0 187 100.0
高齢者（65歳以上） 5 2.4 7 3.4 7 3.4 107 51.9 79 38.3 1 0.5 206 100.0
合　計 11 2.2 11 2.2 20 4.0 287 57.6 168 33.7 1 0.2 498 100.0
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表５　アンケート「運動にはどのようなイメージがありますか？」（重複回答）
楽しい ストレス解消 健康になれる 生きがい 達成感
人数 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
運動実施層 197 100 50.8 118 59.9 124 62.9 32 16.2 58 29.4
関心層 212 76 35.8 106 50.0 145 68.4 15 7.1 56 26.4
無関心層 52 8 15.4 16 30.8 20 38.5 0 0.0 2 3.8
疲れる 面倒くさい きらい きつい つらい からだを壊す
人数 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
運動実施層 197 31 15.7 14 7.1 1 0.5 14 7.1 8 4.1 1 0.5
関心層 212 61 28.8 38 17.9 10 4.7 31 14.6 17 8.0 5 2.4
無関心層 52 18 34.6 15 28.8 10 19.2 13 25.0 8 15.4 2 3.8
表６　運動習慣と運動へのイメージに対する回答の有無
全問
無回答者
肯定的イメージ
無回答
否定的イメージ
有回答者
肯定的イメージ
有回答
否定的イメージ
有回答者
肯定的イメージ
有回答
否定的イメージ
無回答者
人数 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
運動実施層 197 6 3.0 7 3.6 35 17.8 149 75.6
関心層 212 7 3.3 20 9.4 73 34.4 112 52.8
無関心層 52 4 7.7 20 38.5 8 15.4 20 38.5
合計 461 17 3.7 47 10.2 116 25.2 281 61.0
 カイニ乗検定　p<0.05
表７　アンケート「参加してみたい運動プログラムはありますか？」（関心層）
関心層全体 212名
健康運動種目 スポーツ種目
順位 種目 回答数 回答率 順位 種目 回答数 回答率
１ ウォーキング 69 32.5 １ バドミントン 42 19.8
２ ストレッチ 66 31.1 ２ パークゴルフ 36 17.0
３ 筋力トレーニング 59 27.8 ３ 水泳 29 13.7
４ マシントレーニング 46 21.7 ４ ミニバレー 26 12.3
５ ダイエット 44 20.8 ５ 卓球 24 11.3
関心層（若年者） 52名
健康運動種目 スポーツ種目
順位 種目 回答数 回答率 順位 種目 回答数 回答率
１ ストレッチ 20 38.5 １ バドミントン 16 30.8
２ ヨガ 19 36.5 ２ ミニバレー 15 28.8
３ 筋力トレーニング 18 34.6 ３ テニス 12 23.1
４ ダイエット 17 32.7 ４ 水泳 10 19.2
５ ウォーキング 16 30.8 ５ フットサル 8 15.4
関心層（中年者） 100名
健康運動種目 スポーツ種目
順位 種目 回答数 回答率 順位 種目 回答数 回答率
１ ストレッチ 37 37.0 １ バドミントン 22 22.0
２ 筋力トレーニング 33 33.0 ２ パークゴルフ 17 17.0
３ マシントレーニング 30 30.0 ３ 水泳 13 13.0
４ ウォーキング 29 29.0 ４ 卓球 11 11.0
５ メタボ対策プログラム 24 24.0 ５ スキー 9 9.0
関心層（高齢者） 60名
健康運動種目 スポーツ種目
順位 種目 回答数 回答率 順位 種目 回答数 回答率
１ ウォーキング 24 40.0 １ パークゴルフ 22 36.7
２ 転倒予防プログラム 12 20.0 ２ 卓球 17 28.3
３ ストレッチ 9 15.0 ３ 水泳 13 21.7
４ 筋力トレーニング 8 13.3 ４ ソフトボール 11 18.3
５ メタボ対策プログラム 7 11.7 ５ バドミントン 4 6.7
５ ゲートボール 4 6.7
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の34.6％や「面倒くさい」の28.8％，「きつい」の25.0％
と他の２群よりも否定的イメージへの回答が多かった。
　運動へのイメージについて回答した461名について，
肯定的イメージへの回答の有無と否定的イメージへの回
答の有無で４群に分類し，「運動実施層」「関心層」「無
関心層」の３群間でカイ二乗分析をしたところ有意な差
が認められた（表６）。肯定的イメージに無回答で否定
的イメージに回答した人の割合は，「運動実施層」では
3.6％と最も低く，「関心層」で9.4％であった。肯定的イ
メージに回答し否定的イメージに無回答だった人の割
合は，「運動実施層」で75.6％と最も高くなった。「関心
層」では，肯定的イメージのみを持つ人が52.8％であり，
どちらのイメージも持ち合わせていた人が34.4％であっ
た。「関心層」では，実際に肯定的な運動体験をするこ
とで，自己効力感が高まると観察された。一方で「無関
心層」は否定的イメージが多く，運動にイメージには恩
恵より負担のほうが大きいことが把握された。これらの
否定的イメージを少なくするために，運動に対する正し
い知識と楽しい体験が，運動実施に対する敷居を下げる
ものと考えられた。
　運動実施について比較的肯定的なイメージを持つ「関
心層」について，どのような運動種目に興味を持つか分
析した（表７）。全体では「ウォーキング」「ストレッチ」「筋
力トレーニング」といった一人でも簡単に実施できて，
どのような運動なのかを想像できる種目が上位となっ
た。またスポーツ種目では「バドミントン」「パークゴ
ルフ」「水泳」などが上位となった。「若年者」「中年者」「高
齢者」のどの層もスポーツ種目より健康運動のほうに関
心を持っていた。
　これらのアンケート分析から，①健康づくりへの関心
は年代を問わず高いこと，②運動を行ったほうが良いと
思うが，実際に実施していない層が多いこと，③無関心
層では，運動に対する肯定的なイメージは小さく，否定
的なイメージが大きいこと，④関心層と実施層では運動
に対する肯定的なイメージが大きいこと，⑤大変な思い
をせず気軽にできる運動であれば，実施可能性が高いこ
とが把握された。
２）　総合体育館活動プログラムの実施
　これまでＳ町では，健康づくりのための運動教室など
が行われてきているものの，対象者や期間が限定的で
あった。自分にあった運動実施が可能であることを実感
してもらうため，さまざまな運動を体験できるプログラ
ムを実施することとした。運動が習慣づけられることを
狙い，週１回３～４カ月間開催する「さわやか元気塾」と，
総合体育館またはプールで行える運動プログラムの可能
性を示すことで，多くの住民の参加機会を与える「健康
づくり支援プログラム」を年間80回実施した。運動指導
は，筆者や健康運動指導士など運動指導の専門家が訪町
して行った。
（１）さわやか元気塾
　運動習慣をつけることを狙い，週１回の連続開催で３
カ月から４カ月間実施した。１開催につき11回から15回
とし，５月から７月の「歩くを極める教室」，８月から
11月の「男の筋トレ」，12月から３月の「ぱわふる運動
教室」とした。
①「歩くを極める教室」
　歩くことを見つめなおし，普段の歩行を運動に変えよ
うとする内容である。2015年５月から７月に毎週１回で
合計11回実施した。歩行を中心としたプログラムの他，
ビデオ撮影による歩行分析（動作分析ソフト「ダート
フィッシュ」を利用した連続静止画撮影）や身体活動量
計の貸与による日常の歩行分析を行った。初回28名だっ
た参加者は，口コミなどにより35名となった。11回の開
催で延べ268名が参加し，出席率は75.7％であった。教
室終了時に取得したアンケートで，「教室に参加してか
ら新たに始めた運動はありますか」という質問に対し，
「休みの日に子どもと歩いたりしています」や「歩き出
しました」など６名で行動変容が起こったことが認めら
れた。また，「教室に参加してから生活に変化はありま
したか」という質問に対しては，「動くのは楽しくなっ
た」（原文）や「歩くときに腕をふるようになった」，「生
活にはりが出てくる」，「やせた」など17名に前向きな変
化が出ていた。「『歩くを極める教室』の運動内容などを
どなたかに伝えたことはありますか」という質問には，
「友達」，「夫」，「職場の方々」など14名が，参加者の地
域ネットワークで教室のことを話題にしていることがわ
かった。信頼できる他者から教室の様子を伝え聞いたこ
とで，健康づくりのための運動やスポーツは「だれでも」
「簡単に」取り組める身体活動であることをイメージす
ることにつながったものと考えられる。
②「男の筋トレ」
　男性限定の筋力トレーニングを中心とした内容であ
る。2015年８月から11月に毎週１回で合計14回実施した。
先の「歩くを極める教室」では，男性の参加が３名と少
なく，男性の参加が課題であった。運動促進委員会での
検討や町民への聞き取り調査を行ったところ，「自分が
うまくできないときに女性に見られるのが恥ずかしい」
「一人で行いたい」などの意見があった。そのため，男
性を対象として，筋力トレーニングの正しい方法と強度
設定の方法など，自分自身で研究することができる内容
で実施した。初回の体験教室には，28名が参加し教室の
流れや目的を理解してもらえたが，２回目以降は参加人
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数が減り，14回の開催で延べ157名が参加し，出席率は
46.2％であった。前述の町民アンケートで，行ってみた
い運動種目について，「マシントレーニング」という回
答が多く存在し，一人でも実施できる設備と指導者が求
められたが，Ｓ町総合体育館にはマシントレーニングを
備えておらず，課題を残す形となった。
③「ぱわふる運動教室」
　冬期間は，日照時間の減少や寒冷，積雪，路面凍結な
ど外出を抑制するさまざまな要因により，身体活動量が
減少する3）。冬期間の身体活動量の減少による体重の増
加を防ぐため，運動習慣を身に着けることを目的とした
教室である。2015年12月から2016年３月に毎週１回で合
計15回実施した。踏み台昇降運動やラダーによる足踏み
運動での有酸素運動と自重負荷を中心とした筋力トレー
ニングを組み合わせた内容を行った。特別な技能を必要
とせず，実施可能なプログラムということもあり，冬期
間の体力づくりや肥満の防止を参加目的にしている人が
多く，初回27名だった参加者は，最後には男性16名を含
む56名となった。途中で参加をやめた人もいたが，途中
から参加を始めた人も多くいた。15回の開催で延べ385
名が参加し，出席率は55.6％であった。
　12月と３月に実施した形態測定で前後比較ができた体
重と体脂肪率の平均値と標準偏差について，男性（５名）
の体重は67.8kg（±13.92）から70.2kg（±14.37），体脂
肪率は22.8%（±6.66）から22.8%（±3.70）となった。女
性（13名）の体重は56.5kg（±9.21）から56.5kg（±8.86），
体脂肪率は28.8%（±5.51）から29.3%（±5.33）となった。
Wilcoxonの符号付順位和検定の結果，男女とも有意な差
はなく，出席率は76.7％であった。身体活動量が減少し，
体力の低下と肥満傾向に陥りがちな冬期間の運動機会の
提供により，体重や体脂肪率の維持に一定の効果を得る
ことができた。
（２）健康づくり支援プログラム
　さまざまな運動プログラムを提供し，総合体育館で行
える運動プログラムの可能性を示し，できるだけ多くの
住民に参加機会を与えることを狙った（表８）。そのた
めできるだけ午前や午後，夜間に振り分けて設定した。
この健康づくり支援プログラムは定期的な開催とせず，
2015年５月から2016年３月に合計40回実施し，延べ470
名が参加した。
　「親子体操」は，子育てサークルメンバーに向けた，
親子とも楽しめ身体的効果が期待できる体づくり体操の
指導であり，「部活コンディショニング」は，スポーツ
少年団や中学校の運動部活動メンバーに向けたケガを予
防するコンディショニングの内容である。それらを除く
プログラムは，内容がイメージできる名称にし，ほぼ強
度の低い内容とした。参加は夜間が多く，日中は少なかっ
た。また，不定期な開催のため周知がまとまらず，町民
への情報提供が遅れてしまうことがしばしばあり，重要
な課題が認められた。
　総合体育館活動プログラムでは，３カ月間から４カ月
間の定期的な運動教室と，月間１回から年間１回の不定
期な運動教室を開催した。内容がイメージできる教室へ
の参加がよく，定期的な運動教室では，口コミによる参
加増加が目立った。
３）体験型イベントの実施
　これまでＳ町にあったファミリー体育館の活用実績
は，スポーツ少年団など団体がスポーツを実施する目的
で利用されていた。運動を敬遠する住民にとって特に存
在を意識しない施設であり，また簡単な身体活動をでき
る施設が存在していなかった。Ｓ町総合体育館は健康づ
くりに寄与できる施設であることをその目的にしてお
り，運動を敬遠する住民層に向けた体験型イベントを22
日間実施した（表９）。イベントの企画や運営には，筆
者の指導のもと，北翔大学生涯スポーツ学部学生６～
20名が携わった。
　体育館を縁日のような賑わいで，徐々に身体活動を増
加していく内容を取り入れ13回実施した「あそび場＜
ASO-VIVA＞」では，けん玉やコマなどの昔遊びやター
ゲット型ニュースポーツの「ラダーゲッター」「ディス
ゲッター」「スポレック」などのニュースポーツを行い，
表８　健康づくり支援プログラム
プログラム名 概　要（開催時間帯） 回　数 参加人数
健康体力相談会 個別に運動プログラムを作成指導（午前・午後・夜間の各２回ずつ開催） ６回 32名
からだほぐし運動 ストレッチ中心の軽体操（夜間開催） 12回 154名
親子体操 親子で遊びながらからだづくり（午前開催） ２回 44名
部活コンディショニング ケガをしないからだづくり運動（午後開催） １回 60名
ストレッチ体操 ストレッチ中心の軽体操（夜間開催） ２回 17名
エアロビック＆筋トレ エアロビックダンスと筋力トレーニング（夜間開催） ４回 63名
きれいに歩く ウォーキング指導（夜間開催） ２回 18名
水中運動教室 水中歩行指導（午前２回、午後４回、夜間５回開催） 11回 82名
合計 40回 470名
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延べ302名が参加した。
　地域や世代間で交流しながら，身体活動を楽しむこと
を目的とし５回開催した「チャレンジ７」では，グルー
プによるレクリエーションイベントにした。「ストラッ
クアウト」「BAGGO」といったターゲット型ニュース
ポーツに加え，生涯スポーツ学部スポーツ教育学科学生
が考案した「トランプカード」「WA・NA・GE」「ジャ
ンケン」「割りばしダーツ」「ビー玉すくい」をそれぞれ
グループ内で協力しながら競い合うイベントで，延べ
150名が参加した。
　自分の体力を把握し，健康づくりの運動へつなげる目
的で，2015年９月26日，27日の２日間実施した体力測定
会は，「InBody770」による体組成測定の他，各年代に
あわせ，「握力」「垂直跳び」「長座体前屈」「上体起こし」
「反復横跳び」「６分間歩行」の「チャレンジ測定」と，「握
力」「長座体前屈」「ファンクショナルリーチテスト（F/
R）」「開眼片足立ち」「10ｍ歩行」「30秒椅子立ち座りテ
スト」の「アクティブ測定」を行った。「アクティブ測定」
は65歳以上の町民を対象とした。２日間で127名が参加
した。
　体験型イベントの開催は，概ね土曜日もしくは日曜日の
開催であった。子どもの参加について，スポーツ少年団
等に加入している子供たちは，ほぼ大会や練習試合等の
日程とぶつかり参加にいたらなかった。そのため，スポー
ツ少年団に加入していない子供たちの参加が多く，運動
を敬遠する子どもも含まれた。当初は消極的な反応であっ
たが，参加するたびに積極的に取り組み始め，友達を誘
い参加するようになった。またファミリー層や高齢者の参
加もみられ，各世代から参加を促すことができた。多世
代交流を目的とした「チャレンジ７」では，子どもと高齢
者など世代間で楽しむ様子を見ることができた。
４）「地域まるごと元気アッププログラム」運動教室の
開催
　「地域まるごと元気アッププログラム」は，特定非営
利活動法人ソーシャルビジネス推進センターとコープ
さっぽろ，北翔大学の三者連携により，北海道の地域市
町村で実施している事業である15－21）。北翔大学で養成
された健康運動指導士をコープさっぽろが雇用し特定非
営利活動法人ソーシャルビジネス推進センターへ出向さ
せ，北海道内の自治体と介護予防運動教室の通年実施を
契約するモデルである。2016年10月現在，北海道内の20
の自治体と契約し教室の運営や運動指導を行っている。
　Ｓ町の「地域まるごと元気アッププログラム」運動教
室は，2014年９月から始まった高齢者を対象とした介護
予防事業である。Ｓ町総合体育館ができたのを機会に，
会場をそれまでの文化センターから移し実施した。運動
教室は週１回の頻度で通年の実施である。地域別のクラ
スを４クラス設定している。開講時間に合わせ送迎バス
が各地域を周り，参加者をＳ町総合体育館へ送り届けて
いる。標準プログラムは手指の運動やボールの受け渡し
による準備運動，下肢筋力トレーニング，レクリエーショ
ンや軽体操，整理運動で，１クラス60分間で実施してい
る。参加者は四半期ごとに体力測定を受けており，一年
間実施した体力の前後比較では，対応のあるｔ検定によ
り維持または向上する結果が出ている（表10）。専門の
表10　「地域まるごと元気アッププログラム」体力測定結果
握力
（kg）
手伸ばし
（cm）
長座体前屈
（cm）
開眼片足立ち
（秒）
10m歩行
（秒）
30秒立ち座り
（回）
男性
（10名）
79.3歳
2014年
平均値 33.98 35.40 32.67 8.48 6.27 16.61
標準偏差 5.97 7.27 12.11 8.97 1.44 4.35
2015年
平均値 33.74 33.90 34.67 13.10 5.65 19.00
標準偏差 6.84 8.17 9.32 14.41 0.86 6.09
女性
（55名）
75.4歳
2014年
平均値 20.56 29.38 34.20 33.78 6.88 14.28
標準偏差 4.08 6.78 7.93 36.06 1.76 4.76
2015年
平均値 18.77* 32.69* 35.29 33.40 5.97* 18.60*
標準偏差 5.89 6.31 12.07 42.30 1.71 6.85
 ＊対応のあるｔ検定　p<0.05
表９　体験型イベントスケジュール
イベント 開催時期（回数） 参加数（人）
あそび場＜ASO-VIVA> 2015年5月～2016年3月（13） 302
チャレンジ７ 2015年7月～2016年2月（５） 150
体力測定会 2016年9月26，27日（２） 127
その他 2016年10月、11月（２） 73
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健康運動指導士が参加者一人ひとりの状態に合わせた運
動指導を行っている。参加定員が25名なことやほぼ椅子
座位で行う運動プログラムのため，総合体育館のような
広いスペースまでは必要ないこともあったが，町内の60
名近い高齢者の方が総合体育館で運動教室に参加するこ
とにより，運動教室以外での体育館の利用が促されるこ
と，運動教室参加により生活の質が向上した参加者が，
教室に参加していない知人に総合体育館利用を勧めるこ
とが期待できた。
Ⅵ．「健康スポーツマインド」形成事業の評価と課題
　北海道の３分の１もある人口4,000人未満の自治体を
含め，都市部以外の地域では，少子高齢化のスピードが
加速的に進行している22，23）。住民一人ひとりの健康課
題は，直接的な行政課題でもある。特に過疎市町村では，
一人の不健康が大きな経済損失につながってしまう。言
い換えると，住民の健康意識と健康度が高ければ，社会
保障費用の負担は少なくなり，他の行政サービスへ再配
分できることになると言える。北海道Ｓ町に建設された
総合体育館は，健康づくりを目的としてできた施設であ
る。Ｓ町と包括連携協定を締結した北翔大学は，北翔大
学生涯スポーツ研究センター総合型地域スポーツクラ
ブ「スポルクラブ」の運営や，北海道各地域での体力測
定と運動プログラムの提供など，これまで蓄積してきた
北方圏における生涯スポーツの振興に関する知見に基づ
いて，今回Ｓ町総合体育館において，「健康スポーツマ
インド」形成事業を行った。「自分の健康は自分で守る」
ことを狙い，年間150日以上の健康スポーツプログラム
を実施した。アンケート調査では，健康づくりの必要性
や健康づくりのために有効な運動の必要性に対して関心
のあることがわかった。「わかっているけど始められな
い」気持ちに対して一歩踏み出すことへの後押しをする
ため，行動を採択することが行いやすいように，できる
だけ敷居の低いプログラムを用意することにした。結果，
具体的な健康づくりのための運動プログラムには，実際
に効果が上がりそうであり，自分でも続けられそうであ
ると自己効力感の得られるプログラムへの参加が高かっ
た。また，わかりやすく，すぐにでも実施できる内容を
伝えることにより，行動を起こしていない他者へ伝達す
る行動も見ることができた。運動指導の専門家が伝えた
正しい知識が，広範囲に伝達される可能性を示している
ものである。健康スポーツマインドが形成された住民か
らそうでない住民に対し広がる様子は，ソーシャルキャ
ピタルの醸成につながるものと考えられる。運動嫌いで
あっても参加しやすい運動プログラムを実施すると，運
動嫌いな子供達でも興味深く参加することがわかった。
これらから，健康づくりのためのスポーツ活動は，難し
いものではなく，誰でも簡単に取り組める身体活動であ
るというイメージが形成され，「健康スポーツマインド」
は，一定程度形成されたと考える。
　しかし，今回のプログラムはほとんどの場合，専門の
運動指導員の存在や目的を達成できる企画を行った故で
もある。今後，Ｓ町総合体育館が自立した活用がなされ
るためには，①専門性があり，企画力のある運動指導員
が地域に根差していくことが必要と考える。②特に男性
関心層に向けて，トレーニング機器の設置が望ましい。
③誰にでも訴求する広い周知方法の改善が必要である。
そのために，２年度目となった2016年度では，①Ｓ町運
動促進委委員による健康運動の指導技術講習会，②定期
的な運動教室に注力した運動プログラムの配置，③Ｓ町
商工会加盟店舗で使用できるポイントカードの発行，④
体験イベント時の送迎バスの運行を決定し，さらにＳ町
総合体育館の健康づくり活動が図られるよう計画実行し
ている。
Ⅶ．結　語
　今回実施した「健康スポーツマインド」形成事業は，
Ｓ町の首長をはじめ行政側がＳ町の解決すべき優先課題
を健康づくりにおいたところから始まったものである。
健康づくりの力点を運動に特化し，総合体育館をそのラ
ンドマークに仕立て上げた。過疎市町村で不足しがちな
人的資源については，北翔大学がバックアップを行った。
健康づくりの運動に関する正しい知識や方法が住民に広
く伝わるにつれて，「健康スポーツマインド」が形成さ
れていった。新たな試みとして行った，地域住民と対話
するためのＳ町運動促進委員会設立や住民のニーズを探
るためのアンケート調査，どのような運動であっても総
合体育館を拠点施設とした運動教室や体験イベントの実
施といった事業の一体化は，過疎市町村における運動に
よる健康づくり活動を一般化し，かつ促進させるために
有用な取り組みであると言える。
　これらから，過疎市町村で健康づくりのための運動を
推進していくには，①行政が住民自らの力で健康づくり
を実施する観点で施策立案すること，②健康づくりのた
めの運動プログラムはできるだけ誰もが実践可能で効果
的な運動の内容であること，③できるだけわかりやすい
方法で正しく伝えることが必要であること，④事業開始
時には運動指導を専門とする大学や運動スポーツ関連の
特定非営利活動法人などの団体とか個人などと連携し，
助言や人的派遣を行うことが有効と考える。運動の実施
には，その効果的な方法論のみならず，思わぬケガや保
有する疾患を悪化させることもあり，参加者が安心して
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安全に取り組める指導技術が必要になるからである。さ
らに，過去蓄積されてきたノウハウや科学的データを踏
まえたうえでの運動プログラムの構築により，より効果
的な事業が行われることが実現されるものとなるであろ
う。このような連携は，永続して行われるべきか，それ
とも運動指導を専門とする職員を配属させるかについ
て，議論が必要になるが，いずれにしても，「健康スポー
ツマインド」が形成された住民がいかに多くなったとし
ても，住民に任せきりではその意識は低下していくこと
が推察される。だれもが，いつでも，どこでも参加でき
る運動やスポーツを地域に根差していくために，施設や
人的資源など運動を実施しやすい環境を整え続けること
が必要である。
　以上，北海道Ｓ町における「健康スポーツマインド」
の形成について述べてきたが，過疎市町村における健康
づくりの方策に関しては，各市町村の人口や行政の体制，
健康関連課題，運動実施状況，施設設備，人的資源など
により異なり，それらに応じた対応が必要である。今後
も過疎市町村における効果的な健康づくりの方策につい
て研究を進めるとともに，自治体サイズに応じて必要と
される物的・人的資源に関する研究を進めていく。
付　記
　本研究は，平成27～29年度文部科学省私立大学戦略
的研究基盤形成支援事業の助成を受けて実施されたもの
である。
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　北翔大学と北海道Ｓ町は2014年９月に包括連携協定を締結した。北海道Ｓ町に建設された総合体育
館の活用をはかるため，「健康スポーツマインド」形成事業を行った。新たに組織されたＳ町運動促進
委員会で実施した町民アンケートでは，運動に関心のある層は運動に対するイメージを肯定的に感じ
ていた。健康づくりのための運動教室では，簡単に実施できるプログラムへの参加が高かった。また，
単発で実施するよりも継続した運動教室へのニーズが高かった。運動体験イベントでは，運動を敬遠
する子どもたちでも楽しんで参加し，リピーターとなっていた。高齢者の運動教室では，継続して実施
することで，体力の維持向上が図られた。結果，簡単で効果が実感できる運動プログラムにより，「健
康スポーツマインド」が形成された。過疎市町村では，健康づくりのための運動に関する専門の団体
や個人との連携で，健康づくりのための運動に参加する住民が増加することが示唆された。
キーワード：過疎市町村，健康スポーツマインド，ヘルスプロモーション，運動ぎらい
